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 国分寺街道の現状は、道路が狭く歩道がないなどの多くの問題を抱えています。この

状況を改善するために、国３・４・11 号線を第三次事業化計画において、優先的に整

備すべき路線に位置付けました。 

国３・４・11 号線の整備に伴い周辺地域の住・商業環境の変化が予想されます。こ

のことから、現道の国分寺街道や国３・４・11 号線の沿道の土地利用など、あらかじ

め地域の将来像について検討しておく必要があります。 

このことから、検討を進めるにあたり、住民のみなさんと共に、まちづくりの方向性

を取りまとめることがこの懇談会の目的です。なお、まちづくりの方向性は平成 26 年

内を目途に決定し、街路事業の主体となる東京都に事業化要望してまいりたいと考えて

います。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

国分寺都市計画道路 3・4・11 号線周辺まちづくりに関する懇談会は、以下の予定

で進めます。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．懇談会の進め方 

以下の内容について報告いたしました。 

 ①取組みの目的と必要性 

 ②国３･４･１１号線周辺地域の住民意向調査結果 

 ③国３･４･１１号線周辺地域の現況調査結果 

 ④まちづくりの方向性（たたき台） 

以下の内容について報告いたしました。 

 ①懇談会の進め方 

 ②意見交換の進め方（案） 

 ③まちづくりの方向性（たたき台）について 

●エリア毎に、まちづくりの方向性の具体的な内容につ

いてグループ討議による意見交換を行う予定です。 

※皆さまの意見などを、たたき台に反映し、まちづく

りの方向性のとりまとめを行う予定です。 

懇談会を踏まえたまちづくりの方向性は、改訂中の都市マスタープランに反映 

「国３・４・１１号線及び周辺まちづくりに関する流れ」 

 

第１回懇談会 

H26.1.25 

H26.1.29 開催

第２回懇談会 
 

H26.6.19 

H26.6.28 開催

 

    まちづくりの流れ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的な都市計画道路の 

事業認可までの流れ 
 
 
 
 
 
 

住民懇談会の開催による 

まちづくりの方向性の決定 

 

事業概要及び 

測量説明会の開催 

都市マスタープラン改訂 

事業認可の取得 

街路事業の開始 

 事業用地の取得から工事へ 

事業化要望 
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第４回懇談会 

８月開催予定 

 

 

 

まとめ 

10 月ごろ 

～ 

「懇談会の予定」 

まちづくりの具体的な検討 

例）各種都市計画制度を活用した 

まちづくりの手法検討など 

第１回懇談会補足説明会 H26.3.27 開催 
以下について第１回懇談会の補足説明をいたしました。 

①国 3・4・１１号線について 

②現在のルート決定（立川都市計画） 

③平成 23 年度アンケート結果について 

参考資料：東京のみちづくり 

こ
れ
ま
で
の
懇
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会
・
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今
後
の
懇
談
会
予
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今回の懇談会は、以下の内容について協議します。 

●まちの現状を示し、まちづくりの方向性に示された内

容について、取組み事例を紹介します。 

●エリア毎のまちづくりの方向性を意見交換します。 

第３回懇談会 
 

H26.７.27 

H26.7.29 開催

資料１ 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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 国分寺都市計画道路 3・4・11 号線周辺まちづくりの方向性については、地域住民の皆さまのご意見を反映してとりまとめていきます。 

 その意見のとりまとめにあたり、第３回懇談会以降は、以下のように意見交換を進めていきます。 

第３回懇談会での意見交換方法（グループ討議） 
 

○まちづくりの方向性（たたき台）は、国 3･4･11 号線沿道地域を道路や土地利用の特性か

ら３つのエリアに区分して整理しています。この３つのエリア毎に、以下の２つのステップ

でまちづくりの方向性と主な取組みの方向について意見交換を進めます。 

 また、意見交換は３グループに分かれ、グループ討議にて意見交換を行います。 

○ステップ３でエリア間の調整すべき事項について検討します。 

  
 

○『まちづくりの方向性（青点線枠）』について、意見交換を進めます。 

 
 

○ステップ１で方向性の結果を参考に、『主な取組みの方向（赤点線枠）』について、

意見交換を進めます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ※ステップ１と２の意見交換の結果は、懇談会後に事務局でとりまとめ、次回にご提示します。 

 
 

○エリア間で連携すべきこと、整合性を図ることはないか？ 全エリアで統一的に考

えておくべきことはないか？を検討します。 

第３回懇談会以降の意見交換方法（グループ討議） 
 

○第３回懇談会での検討結果を踏まえ、まちづくりの方向性（たたき台）の修正版について確

認します。 

○修正版のまちづくりの方向性（たたき台）を踏まえ、各エリアの『主な取組みの方向』の具

体的な取組み内容について意見交換を深めていきたいと考えています。 

 
 

○まちづくりの方向性（たたき台）の修正版の青点線枠部分について確認します。 

 
 

○『主な取組みの方向』の具体の取組み内容（赤点線枠）について、意見交換を進め

ます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ※ステップ１と２の意見交換の結果は、懇談会後に事務局でとりまとめ、次回にご提示します。 

ステップ１ 

ステップ２で 

検討する箇所 

※方向性に向けての取

組みを検討 

※視点は、以下の３点。 
 

①イメージする街なみ

形成への視点 

②道路のあり方 

③その他留意すべきこ

とはないか？ 

ステップ１で 

検討する箇所 

※アンケート結果や現

状を踏まえ、まちづ

くりの方向性を検討 

※エリアをイメージす

るキーワードを抽出 

ステップ２ 

ステップ３ 

ステップ１

ステップ２

ステップ２で 

検討する箇所 

※修正した取組みの方

向を実現するための

具体の取組み内容に

ついて意見交換 

※その意見交換の結果

を踏まえ、改めて取

組みの方向が妥当か

を確認 

ステップ１で 

確認する箇所 

※修正した方向性、取

組みの方向について

確認 

国分寺街道区間エリア 
 

○○修正した方向性○○○○○○○○○○○ 

 
 

<街なみ形成について> 

■○○修正した取組みの方向１○○ 

・沿道への飲食物販店舗、日常生活を支えるサービス店の立地促進 

・沿道住戸の道路側への開放的な空間づくり 

 ※実現には、地区計画等、ルールを守るための制約が必要です。 

■○○修正した取組みの方向２○○ 

・景観地区の導入による建物等への景観配慮 

 ※実現には、景観法により規定される都市計画法上の地域地区指定等による制約がかかります。 

<道路について> 

■○○修正した取組みの方向３○○ 

・歩行者主体のゆとりある歩いて楽しい道の整備 

・地域の人々と行政との連携による道路でのにぎわい創出 

まちづくりの方向性 

主な取組みの方向 

国分寺街道区間エリア 
 

安心して､身近なショッピングが楽しめるまちづくり 

 
 

<街なみ形成について> 

■買回品を中心とした商店街の再生 
例・沿道への飲食物販店舗、日常生活を支えるサービス店の立地促進 

 ・沿道住戸の道路側への開放的な空間づくり 

  ※実現には、地区計画等、ルールを守るための制約が必要です。 

■魅力・にぎわいある街並み形成の促進 
例・景観地区の導入による建物等への景観配慮 

  ※実現には、景観法により規定される都市計画法上の地域地区指定等による制約がかかります。 

<道路について> 

■人々の活動の舞台となる道づくり 
例・歩行者主体のゆとりある歩いて楽しい道の整備 

 ・地域の人々と行政との連携による道路でのにぎわい創出 

まちづくりの方向性

主な取組みの方向

２．意見交換の進め方 国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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資料２ 

１．国分寺街道の現状について 

道路の現状 

○比較的新しいマンションでは、既に都市計画道路の計

画線に併せて後退。 

○路肩には電柱もあり、歩行空間がほとんどない国分寺

街道 

標準的な道路幅員構成(現状) 

 ○幅員は狭く、歩行空間・自転車走行空間がない道路。

  

○道路に歩道空間はないが、壁面後退により歩行空間を

確保している箇所も部分的に見られる。 

○幅員がまちまちな住宅地内の道路。 

国分寺駅 

・殿ヶ谷戸公園

・もとまち図書館

・第一小学校

野川・リオン 

・もとまち児童館

多摩情報経理専門学校・

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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土地利用の現状（平成 19 年度調査） 

○野川付近の商業施設 

○府中に近い区間の国分寺街道沿いの商業施設 

○都市計画道路付近確保区間沿道のマンション等 ○緑が多く残る住宅地 

○狭い道路沿道に立ち並ぶ戸建住宅 

○集合住宅と生産緑地地区 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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建物利用の現状（平成 19 年度調査） 

 
 

航空写真（平成 25 年） 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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現行都市計画マスタープランの位置づけ 

 
 

 

【国 3・4・11 号線及び国分寺街道】の方針 

・国 3・4・11 号線は、歩行者や車椅子が快適に利用できる歩道を備えた南北の主要幹線道路と

して整備し、住宅地への通過交通の流入を防ぎます。 

・国 3・4・11 号線の整備にともない、野川以南の国分寺街道はショッピングモールとして整備

します。 

 

【野川】の方針 

・野側の水野流れを保全するとともに、市民が気軽に水辺にふれられるよう親水化を図ります。 

・川沿いに散策が楽しめるみち、「こくぶんじ恋のみち」を整備します。 

・不動橋やもみじ橋など地域に親しまれている橋は、原形やそのイメージを大切にして保全・整

備し、「こくぶんじ恋のみち」の整備に活かします。 

 

【エリア】の方針 

エリア①；国分寺駅南口一帯エリア 

エリア②；東元町エリア 

エリア③；落ち着きある住環境エリア 

 
 

 

 
【国 3・4・11 号線及び国分寺街道】の方針 

・国 3・4・11 号線は、歩行者や車椅子が快適に利用できる歩道を備えた南北の主要幹線道路と

して整備し、住宅地への通過交通の流入を防ぎます。 

・国 3・4・11 号線の整備にともない、野川以南の国分寺街道はショッピングモールとして整備

します。 

 

【野川】の方針 

・野側の水野流れを保全するとともに、市民が気軽に水辺にふれられるよう親水化を図ります。 

・川沿いに散策が楽しめるみち、「こくぶんじ恋のみち」を整備します。 

 

【エリア】の方針 

エリア①；新しいまちなみづくりエリア 

エリア②；泉町公園エリア 

エリア③；歴史・文化体験エリア 

エリア④；落ち着きある住環境エリア 

南町・東元町地域 泉町・西元町・東元町地域 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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 第１回懇談会において皆さまにお示しいたしました『国分寺都市計画道路３･４･１１号線周辺まちづくりの方向性』は、上位計画の位置づけの調査結果、平成 23 年度実施の住民アンケート調査結

果などを参考にして方向性をイメージし，皆さまのご意見をいただくためのたたき台として作りました。 

 

   
 
 

２．国分寺都市計画道路３･４･１１号線周辺まちづくりの方向性（たたき台）について 

第１回懇談会に提示した『国分寺都市計画道路３･４･１１号線周辺まちづくりの方向性』 
 

国分寺街道・国 3･4･11 号線 重複区間エリア 
 

 

拠点駅に近い商業地にふさわしいまちづくり 
 
 

<街なみ形成について> 

■土地の高度利用による多くの人々が行き交うまちづくり 
例・沿道建築物の中高層化、低層階への飲食・物販店舗、サービス業

の立地促進 

 ・中高層階への住まい（住宅）の確保 

 ・容積緩和､最低敷地面積の制限の導入による沿道建築物の共同化

 ※実現には、地区計画等、ルールを守るための制約が必要です。 

<道路について> 

■沿道と一体となったにぎわいの感じられる道づくり 
 ・ゆとりある歩いて楽しい歩行空間の確保（壁面後退･公開空地確保等）

 ・地域特性を踏まえた街路樹の整備 

国分寺街道区間エリア 
 

 

安心して､身近なショッピングが楽しめるまちづくり 
 
 

<街なみ形成について> 

■買回品を中心とした商店街の再生 
例・沿道への飲食物販店舗、日常生活を支えるサービス店の立地促進

 ・沿道住戸の道路側への開放的な空間づくり 

 ※実現には、地区計画等、ルールを守るための制約が必要です。 

■魅力・にぎわいある街並み形成の促進 
例・景観地区の導入による建物等への景観配慮 

 ※実現には、景観法により規定される都市計画法上の地域地区指定等による制約がかかります。 

<道路について> 

■人々の活動の舞台となる道づくり 
例・歩行者主体のゆとりある歩いて楽しい道の整備 

・地域の人々と行政との連携による道路でのにぎわい創出

国 3･4･11 号線区間エリア 
 

 

緑豊かで、環境に優れた選択される住宅地の形成 
 
 

<街なみ形成について> 

■緑豊かな住宅地の保全に向けた取り組みの推進 
例・各戸における緑量の確保 

 ・質の高い、防犯性の高い住宅地の形成（閉鎖的な塀の採

用規制、緑の配置位置の指定など） 

 ※実現には、地区計画等、ルールを守るための制約が必要

です。 

■災害に強い安全な道路整備の推進 
例・一定の延焼遮断効果を持つ国 3･4･11 号線の整備 

 ・円滑な消防・救急活動を支援する国 3･4･11 号線の整備 

<道路について> 

■安心して歩ける、緑ある道路空間の形成 
例・季節感のある街路樹の整備 

 

まちづくりの方向性 

主な取組みの方向 

まちづくりの基本的考え方 
 

両路線沿線地域の特性・住民等の意識は、 

エリアで異なる 

現状の土地・建物利用などを踏まえ、 

エリア毎のまちづくりの方向性を考え、 

地域の住民や事業者が協力して、 

個々の取り組みを進めることが必要 

まちづくりの方向性 

主な取組みの方向 まちづくりの方向性 

主な取組みの方向 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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  【エリアの位置づけ】                               

 
 
●「こくぶんじ恋のみち」に位置づけられています。（P36・P39） 
 ※【ふれあい】をテーマにまちのシンボルとなる散策路をこくぶんじ恋のみちとして整備 

 

 

国分寺街道区間エリア 

 

安心して､身近なショッピングが楽しめるまちづくり 

 

 

 

<街なみ形成について> 

■買回品を中心とした商店街の再生 

例・沿道への飲食物販店舗、日常生活を支えるサービス店の立地促進

 ・沿道住戸の道路側への開放的な空間づくり 

 ※実現には、地区計画等、ルールを守るための制約が必要です。 

■魅力・にぎわいある街並み形成の促進 

例・景観地区の導入による建物等への景観配慮 

 ※実現には、景観法により規定される都市計画法上の地域地区指定等による制約がかかります。 

<道路について> 

■人々の活動の舞台となる道づくり 

例・歩行者主体のゆとりある歩いて楽しい道の整備 

 ・地域の人々と行政との連携による道路でのにぎわい創出 

まちづくりの方向性 

主な取組みの方向 

【その他の要因】 

●街道沿いの建築物は、住商併用建物（42.1％）が最も多く分布していま

す。（基礎調査報告書） 

 

●国分寺街道を利用するときの主な行動目的は買い物（53.9％）が最も多

く、日常的な買い物先は国分寺駅周辺の店舗（73.6％）が最も多い。（基

礎調査報告書） 
 

国分寺街道区間エリアのまちづくりの方向 

各エリアのまちづくりの方向性と参考データ 

 

6.0 47.5 21.1 8.9 12.2
3.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現状のままでよい
歩行者や自転車が安全・快適に通行できるコミュニティ道路とする
大型車の通行を規制し、歩道を設置する
緑豊かな通りとするため、街路樹を整備する
無電柱化を推進するなど、魅力的な景観形成を図る
その他
無回答

国分寺街道の将来像

13.4 18.8 7.8 15.5 19.8 19.4 2.1

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
現状のままでよい
様々な店舗が立ち並ぶ、にぎわいのある商業地
商業施設や業務施設が立ち並ぶ、活力のある商業・業務地
商業施設やマンションが立ち並ぶ、住商混在の地区
住宅、店舗、事務所が混在している住商混在の地区
戸建の住宅が立ち並ぶ、閑静な住宅地
その他
無回答

【平成 23 年度実施のアンケート調査結果及び基礎調査報告書】抜粋 

国分寺街道沿道のまちなみの課題 

※下記のグラフは、アンケート調査の結果報告より東元町を抜粋した集計結果です。 

※左のグラフは、アンケート調査 

の結果報告より東元町を抜粋した 

集計結果です。 

11.4%

15.4%

16.2%

10.0%

9.3%

21.6%

0%

20.6%

19.8%

13.5%

30.0%

19.4%

27.0%

100%

8.7%

7.1%

2.7%

11.0%

9.1%

10.8%

0%

16.5%

20.9%

10.8%

24.0%

15.3%

14.9%

0%

19.6%

17.0%

18.9%

14.0%

21.2%

17.6%

0%

17.5%

15.4%

25.7%

7.0%

19.7%

5.4%

0%

2.2%

2.2%

9.5%

4.0%

1.5%

0%

0%

3.5%

2.2%

2.7%

0%

4.4%

2.7%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者全体

国分寺街道沿道の居住者

国3・4・11号線沿道の居住者

国分寺街道・国3・4・11号線重複区間沿道の居住者

国分寺街道沿道・国3・4・11号線沿道外の居住者

国分寺街道沿道の店舗経営者

国分寺街道沿道の土地建物所有者（調査対象区域外に居住）

現状のままでよい 様々な店舗が立ち並ぶ、にぎわいのある商業地

商業施設や業務施設が立ち並ぶ、活力のある商業・業務地 商業施設やマンションが立ち並ぶ、住商混在の地区

住宅、店舗、事務所が混在している住商混在の地区 戸建の住宅が立ち並ぶ、閑静な住宅地

その他 無回答

有効回答数

91

37

50

390

37

1

606

38.0%
49.2%

42.2%
69.0%

51.8%
40.9%

55.7%
43.8%

64.8%
55.1%

37.0%
47.1%

41.4%
70.8%

49.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

古い建物が多く、防災面で不安がある

道路照明が少なく、防犯面で不安がある

建築物の色・高さが不均一であり、景観が悪い

空き店舗が多く、にぎわいがない

商業・サービス施設が少なく、買い物等が不便

古い建物が多く、防災面で不安がある

道路照明が少なく、防犯面で不安がある

建築物の色・高さが不均一であり、景観が悪い

空き店舗が多く、にぎわいがない

商業・サービス施設が少なく、買い物等が不便

古い建物が多く、防災面で不安がある

道路照明が少なく、防犯面で不安がある

建築物の色・高さが不均一であり、景観が悪い

空き店舗が多く、にぎわいがない

商業・サービス施設が少なく、買い物等が不便

回
答

者
全
体

南
町

東
元

町

回答者全体

（有効回答数：606）

南町

（有効回答数：176）

東元町

（有効回答数：414）

※下記のグラフは、基礎調査報告書Ｐ100 より抜粋した集計結果です。 

国分寺街道沿道のまちなみの将来像 

※下記のグラフは、基礎調査報告書Ｐ111 より抜粋した集計結果です。 

（都市マスタープラン） 
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  【エリアの位置づけ】                                     

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
●落ち着きある住環境エリアに含まれています。（P69） 

  

国 3･4･11 号線区間エリア 

 

緑豊かで､環境に優れた選択される住宅地の形成 

 

 

 

<街なみ形成について> 

■緑豊かな住宅地の保全に向けた取り組みの推進 

例・各戸における緑量の確保 

 ・質の高い、防犯性の高い住宅地の形成（閉鎖的な塀の採用規制、

緑の配置位置の指定など） 

 ※実現には、地区計画等、ルールを守るための制約が必要です。 

<道路について> 

■災害に強い安全な道路整備の推進 

例・一定の延焼遮断効果を持つ国 3･4･11 号線の整備 

 ・円滑な消防・救急活動を支援する国 3･4･11 号線の整備 

■安心して歩ける、緑ある道路空間の形成 

例・季節感のある街路樹の整備 

まちづくりの方向性 

主な取組みの方向 

 

【その他の要因】 

 

●建築物は、低層の住宅が大半を占めています。 

 

●防火造・木造の建物が 78％を占め、火災への耐火力はやや低くなってい

ます。 

国 3･4･11 号線区間エリア 

 

 

56.4%

27.1%

46.7%

80.1%

63.0%

49.6%

47.7%

18.2%

7.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

国分寺街道の渋滞を軽減すること

駅へのアクセスがしやすくなること

災害時、有効に活用できること

安全・快適に歩行できること

自転車が安全・快適に通行できること

緑豊かな通りとすること

魅力的な景観形成を図ること

荷捌スペースを確保すること

その他

国 3･4･11 号線に期待すること 

40.8 22.8 13.4

5.5

10.3

1.5

3.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
安全・安心に生活することのできる住環境のあるまち
現存する農地や緑地を保全・活用した、緑豊かなまち
様々な店舗が立ち並ぶ、にぎわいのあるまち
商業施設や事務所ビルが立ち並ぶ活力あるまち
地震に強い建築物・避難場所が確保された災害に強いまち
住宅・店舗・事務所・工場が混在するまち
その他
無回答

国 3･4･11 号線沿道のまちなみ 

【平成 23 年度実施のアンケート調査結果及び基礎調査報告書】抜粋 

※下記のグラフは、アンケート調査の結果報告より東元町を抜粋した集計結果です。 

※下記のグラフは、アンケート調査の結果報告より東元町を抜粋した集計結果です。 

41.5%

39.7%

42.8%

41.7%

43.6%

23.0%
0%

20.9%

24.9%

21.2%

17.1%

19.9%

27.0%

0%

13.1%

11.4%

9.0%

13.1%

12.6%

24.3%

100%

5.8%

5.5%

8.1%

11.1%

5.1%

5.4%

0%

9.6%

11.9%

8.1%

7.1%

9.8%

6.8%
0%

2.6%

2.2%

0%

4.0%

2.5%

5.4%

0%

2.8%

2.2%

10.8%

2.0%

2.1%

5.4%

0%

3.6%

2.2%

0%

4.0%

4.4%

2.7%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者全体

国分寺街道沿道の居住者

国3・4・11号線沿道の居住者

国分寺街道・国3・4・11号線重複区間沿道の居住者

国分寺街道沿道・国3・4・11号線沿道外の居住者

国分寺街道沿道の店舗経営者

国分寺街道沿道の土地建物所有者（調査対象区域外に居住）

安全・安心に生活することのできる住環境のあるまち 現存する農地や緑地を保全・活用した、緑豊かなまち

様々な店舗が立ち並ぶ、にぎわいのあるまち 商業施設や事務所ビルが立ち並ぶ活力あるまち

地震に強い建築物・避難場所が確保された災害に強いまち 住宅・店舗・事務所・工場が混在するまち

その他 無回答

有効回答数

91

37

50

390

37

1

606

※下記のグラフは、基礎調査報告書Ｐ125 より抜粋した集計結果です。 

（都市マスタープラン） 
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【上位計画の位置づけ】 

●生活にねざした商業で、地域の利便性を高めるまちづくりを将来像とし

ています。(商業を中心とした地域住民の交流空間として賑わいを演出する商店街)

●商業・業務機能と新しい文化が融合した自立性の高いまちづくりのエリ

アにも含まれます。(商業・業務施設の立地を活かした連続的で賑わいあるまち) 

国分寺街道・国 3･4･11 号線 重複区間エリア 
 

 

拠点駅に近い商業地にふさわしいまちづくり 
 

 
 

<街なみ形成について> 

■土地の高度利用による多くの人々が行き交うまちづくり 

例・沿道建築物の中高層化、低層階への飲食・物販店舗、サービス業

の立地促進 

 ・中高層階への住まい（住宅）の確保 

 ・容積緩和、最低敷地面積の制限の導入による沿道建築物の共同化 

 ※実現には、地区計画等、ルールを守るための制約が必要です。 

<道路について> 

■沿道と一体となったにぎわいの感じられる道づくり 

例・ゆとりある歩いて楽しい歩行空間の確保（壁面後退･公開空地確保等） 

 ・地域特性を踏まえた街路樹の整備 

まちづくりの方向性 

主な取組みの方向 

 

【その他の要因】 

 

●国分寺駅は、市内で最も乗客数の多い拠点駅です。 

 

●商業系施設、戸建住宅、集合住宅が分散して分布しています。また、他

エリアより中層･高層建築物が多く(36%)なっています。 
 

（都市マスタープラン）P31・39 

国分寺街道・国 3･4･11 号線 重複区間エリア 【平成 23 年度実施のアンケート調査結果及び基礎調査報告書】抜粋 

※下記のグラフは、基礎調査報告書Ｐ100 

より抜粋した集計結果です。 

※左のグラフは、アンケート調査

の結果報告より抜粋した南町

の集計結果です。 

国分寺街道の将来像 

国分寺街道沿道のまちなみの将来像 

国 3・4・11 号線沿道のまちなみ 

国分寺街道沿道のまちなみの課題 

40.9%
55.7%

43.8%
64.8%

55.1%
37.0%

47.1%
41.4%

70.8%
49.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商業 施設 少 、買 物等 便

古い建物が多く、防災面で不安がある

道路照明が少なく、防犯面で不安がある

建築物の色・高さが不均一であり、景観が悪い

空き店舗が多く、にぎわいがない

商業・サービス施設が少なく、買い物等が不便

古い建物が多く、防災面で不安がある

道路照明が少なく、防犯面で不安がある

建築物の色・高さが不均一であり、景観が悪い

空き店舗が多く、にぎわいがない

商業・サービス施設が少なく、買い物等が不便

南
町

東
元

町

南町

（有効回答数：176）

東元町

（有効回答数：414）

※左のグラフは、アンケート調査

の結果報告より抜粋した南町

の集計結果です。 

国 3・4・11 号線に期待すること 
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資料３ 

１．まちなみのイメージ 

都市計画道路沿道のイメージ（その１） 

イメージ① 

 
○低層（１・２階）・中層（３～５階）の商業施設や店舗併用住宅、

マンション等が立地している例    （撮影場所；東京都武蔵野市） 

イメージ② 

○中層（３～５階）・高層（５階以上）の商業施設や業務ビルが立

地している例              （撮影場所；東京都小金井市）

イメージ③ 

 
○主に、高層のマンションが立地している例。低層階（１・２階）

は、店舗として利用。          （撮影場所；東京都小平市） 

イメージ④ 

○主に、中層のマンションが立地している例 
                   （撮影場所；東京都小金井市）

○道路は新設の

区間となりま

す。 

○現在は、近隣商

業地域に指定

されています。 

○現在は、第１種

低層住居専用

地域に指定さ

れています。 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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都市計画道路沿道のイメージ（その２） 

イメージ⑤ 

 
○道路沿道に戸建住宅と農地が混在している例 
                      （撮影場所；東京都東久留米市） 

イメージ⑥ 

○道路沿道に戸建住宅中心の良好な住宅地が形成されている例 
                   （撮影場所；東京都小平市）

イメージ⑦ 

 
○道路沿道の民有地において緑化を進められている例 
                      （撮影場所；東京都府中市） 

イメージ⑧ 

○道路沿いに緑地帯が確保されている例 
         （撮影場所；東京都清瀬市）

○道路は新設の

区間となりま

す。 

○現在は、近隣商

業地域に指定

されています。 

○現在は、第１種

低層住居専用

地域に指定さ

れています。 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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  ※国分寺街道沿道は、近隣商業地域に指定されています。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

国分寺街道沿道のイメージ（その１）

イメージ① 

 
○歩行者と自動車が共存する通りとして整備。沿道は、主に商業施設

が立地。車両は時間帯通行止め。 （撮影場所；東京都八王子市） 

イメージ② 

○歩車共存通りとして整備。沿道は、主に商業・業務ビル、マンショ

ンが立地。車両は時間帯通行止め。 （撮影場所；東京都武蔵野市） 

イメージ③ 

○歩行者と自動車が共存する通りとして整備。沿道は、商業施設や住

宅が立地。車両の通行規制は、特になし。 （撮影場所；愛知県豊田市）

イメージ④ 

 
○歩行者と車道を分離しつつ、コミュニティ道路として整備。沿道は

主に商業施設や事務所ビルが立地   （撮影場所；東京都墨田区浅草） 

イメージ⑤ 

○歩行者と車道を分離し、車道には路上パーキングを設置。道路は一

方通行規制             （撮影場所；神奈川県横浜市中区）

イメージ⑥ 

○歩行者と自動車が共存する通りとして整備。沿道は、住宅が立地。

車両の通行規制は、特になし。      （撮影場所；国分寺市内）

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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  ※国分寺街道沿道は、近隣商業地域に指定されています。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

国分寺街道沿道のイメージ（その２）

イメージ⑦ 

 
○歩行者と自動車が共存する通り。沿道は、主に商業施設が立地する

が、住宅もある。       （撮影場所；埼玉県川越市） 

 

イメージ⑧ 

○歩行者と自動車が共存する通り。沿道は、主に商業施設が立地する

が、住宅もある。       （撮影場所；埼玉県川越市） 

 

イメージ⑨ 

○歩行者と自動車が共存する通り。沿道は、主に商業施設が立地する

が、住宅もある。             （撮影場所；埼玉県川越市）

 

イメージ⑩ 

 
○歩行者と車道の区分けを明確化。                  

（撮影場所；埼玉県川越市） 

 

イメージ⑪ 

○歩行者と車道の区分けを明確化。                 

（撮影場所；埼玉県川越市） 

 

イメージ⑫ 

○歩行者と自動車が共存する通り。沿道は、商業施設が立地。車両は

通行しにくい。            （撮影場所；埼玉県川越市） 

 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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国３・４・11 号線とつながる都市計画道路（南側の府中３・４・21 号線と北側の小平３・４・18 号線）北方向を臨む 

①府中３・４・21 号線（府中町１丁目付近） 

 

②府中３・４・21 号線（府中 1 中付近） ③府中３・４・21 号線（明星学園付近） 

④国３・４・11 号線（東八道路栄町交番付近） 

 

⑤国分寺街道（東元町三丁目付近） ⑥国分寺街道（不動橋付近） 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月
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⑦国３・４・11 号線（南町二丁目付近） 

 

⑧国３・４・11 号線（本多一丁目付近） ⑨国３・４・11 号線（本多五丁目付近） 

⑩小平３・４・18 号線（小平市仲町青梅街道付近） 

 

⑪小平３・４・18 号線（小平市仲町付近） ⑫小平３・４・18 号線（小平駅南口付近） 

国３・４・11 号線とつながる都市計画道路（南側の府中３・４・21 号線と北側の小平３・４・18 号線）北方向を臨む 

国分寺市都市建設部まちづくり推進課

平成 26 年７月


